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楽々園天文同好会（五日市）
小学校６年（５５年前）入会～高校生
プラネ解説者の佐藤健氏の巧みな話術に火が付いた。
木星スケッチ比較、ブラックホール、ＣＣＤ

顧問：村上忠敬氏 西城恵一氏 在籍
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広島天文協会 １９７４年 当時200名
創設者：山田義弘氏 現会長：坪井
顧問：川端弘治氏



超新星捜索開始

１９９９年 自宅新築（広島市近郊）
マイドームを屋上に設置
コンクリート 冷却CCD

２０００年 赤道儀を自動導入改造

２０００年 超新星捜索まねごと開始

*初めは星雲星団撮影の合間に銀河
を撮り、運が良く見つかれば儲けもの。

*果たして自分の望遠鏡で本当に見つ
かるのか。

*過去画像は何を使えば良いのか。
Web上の画像や写真星図、自分で
撮った画像の収集をしながら。

*星雲を導入・撮影・過去画像引出し
チェックを繰り返し、一晩で３０～４０個

２００８年 ２つの勉強会が刺激に。
・第３８回彗星会議in広島蒲刈
・第２回超新星捜索者の集い



2008年 第38回彗星会議in広島蒲刈

広島天文協会もお手伝い
ゲスト：マックノート氏講演

Astrometrica（移動天体検出、
測光、位置測定）を知った。



2008年 第２回超新星捜索者の集い

中野主一氏：天体の発見時の報告項目、精度
焦点距離2500ｍｍ欲しい。

板垣公一氏：見つける秘訣として
・沢山見る。
・他人が見てないところを探す。（月の通った後）
・早く照合する。（２-３秒でチェック）
最後に一番印象に残った言葉。
発見のためにぇ 自分で工夫し考える。
これがねぇ また楽しいんだなあ～。



2008年の勉強会で出たキーワード対策検討

・ Astrometricaソフト購入
測光と位置計算のため。オーストリアの Herbert Raab 氏へ直接英語でメールし
ユーロを送り購入できた。 －図

・報告する項目を整理、測定精度向上
報告に必要な事項を整理し、報告フォーマットを作った。
測光精度を上げるため既知の発見報告写真で訓練。ほぼベテランと同じ値になる
離隔を出すための三角関数計算表、確認作業マニュアル作成－図

・沢山見る。
１４等級以上の星雲をリスト化し計画的に撮影をする。（過去画像検索の為もある）
撮影とチェックを並行作業にする。

・何等の星雲を捜索すればよいのか－図
・他人が見てないところを探す。
今まで発見されたＳＮの位置を分析、穴場を探した－図

・早く照合する。（２-３秒でチェック）
過去画像を同じ機材で撮ったものを早急に揃える。
過去画像を撮影順番に合わせて出せるようＰＣでの並び方を工夫。

・焦点距離2500ｍｍ欲しい
いま持っているのが１６００ｍｍ いまの機材で我慢。
現時点 口径２０ｃｍ・３０ｃｍ・３５ｃｍと大きくなったが１６００ｍｍのまま。



Astrometricaによる位置・光度測定



報告（報告書作成・確認手順）



・自分の望遠鏡で何等のＳＮまで見つけられるのか
・何等の星雲を捜索すればよいのか

超新星の等級

星
雲
の
等
級

・2006A-2007Y間576個の超新星の内星雲の等級が分かる139個をプロット。
・自分の望遠鏡で観測可能なSN１８等級以上は１０４個（発見可能数MAX）
・星雲等級14等以上を捜索－－４７個（４５％）の確率で捜索していた
・星雲等級15等以上を捜索－－９２個（８８％）に確率は上がる
・星雲等級１５．５等級以上を捜索－－１０１個（９７％））にまで確率は上がる
・ただし赤緯-40度以下観測不能で101個の内4個は日本では見られない

N=139
104個（１００％）

捜索拡大



2006Ａ-2008ｉoまでの超新星1059個の発見場所
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穴場はどこか ｛どのあたりが確率が高いか？｝

大量に発見しているグループ（SDSS/SNfactory等）
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2006Ａ-2008ｉoまでの超新星発見場所

穴場はどこか ｛どのあたりが確率が高いか？｝

・サーべーの捜索場所が分かった。

大量に発見しているグループを除く



赤経

発
見
月

2006Ａ-2008ｉoまでの超新星 赤経別の発見月

薄明終了

薄明開始

穴場はどこか ｛季節と時刻は？｝

・明け方は割と少ない。



薄明終了

薄明開始
赤経

発
見
月

2006Ａ-2008ｉoまでの超新星 赤経別の発見月

サーベイグループ発見（SDSS/SNfactory等）を除く

穴場はどこか

・明け方は割と少ない。



観測機材
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２０１０年１月８日
待望の１個を発見



星雲導入（ステラナビゲータ）



星雲撮影（sbig CCDOPS）



過去撮影画像と比較（ステライメージ）

新 旧



星図ソフトと比較（RealSｋｙ・TheSky）



インターネット画像比較 （DSS）



位置・光度測定 （Astrometrica）



ノイズ・ゴースト・移動の確認 （複数枚の撮影）



小惑星確認 （MPChecker）



変光星確認 （VSX Search）



発見情報確認 （ロチェスター科学アカデミー（超新星速報））
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超新星捜索 観測日数の推移

年

２０００年から初めて４５８夜目
パトロール件数：１９７６４個目の銀河

★

単身
赴任 単身

赴任
単身
赴任

単身
赴任

一夜で４０個
パトロール

一夜で６０個
パトロール



初の超新星発見の感想
・未報告と分かった時の手の震えと焦りは尋常ではなかった。とうとう来たか！！
早く報告しなければ！！
・確認マニュアル通りに確認。報告フォーマットに埋まるようデータ収集。
これだけ確実にやれば報告しても間違いないと言う安心感さえあった。
発見から１時間で最初の報告ができた。

・しかし中野さんと話すのも初めて－－明け方なのに電話に出てくれるのかと不安
迅速に対応していただき“いま確認してるよ”の言葉で一安心。
さらに１日と５時間後にはＳＮと確認され報道までしていただきました。

・ＳＮと確認されるまでのワクワク感、心地よい緊張感は一生忘れられない思い
出になりました。

今回ほど事前準備の大切さを痛感したことは無かった。
もう一生このような体験はないだろうと思っていました。

と思いつつだんだん欲が出てきました。！！

さらなるステップアップ！！



複数個発見へのステップアップ

・自動撮影ソフトを導入－－もっと沢山パトロール（ステラギア）

・撮影画像はサーバーに格納ーー環境のいい部屋でチェック

・望遠鏡を増やす－－もっと沢山パトロール（３０ｃｍ・２５ｃｍ）

・過去画像充実ーーチェックのスピード化



超新星捜索 観測日数の推移 2021.08.31現在
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超新星捜索 パトロール数の推移 2021.08.31現在
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望遠鏡１台

自動撮影



2006Ａ-2008ｉoまでの超新星1059個の発見場所
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穴場はどこか ｛どのあたりが確率が高いか？｝

大量に発見しているグループ（SDSS/SNfactory等）
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2006Ａ-2008ｉoまでの超新星 赤経別の発見月

薄明終了

薄明開始

穴場はどこか ｛季節と時刻は？｝

・明け方は割と少ない。
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202103：300個 202109：350個の超新星発見場所

天の川 赤経

赤
緯

最近の穴場は無い ｛どのあたりが確率が高いか？｝

ほとんどサーベイで満遍なく広い範囲で発見している。



１４個発見のエピソード



１個目
・中国地方で初の発見
・正月１月８日仕事はじめ



２個目
・１個目から半年後２個目発見 ・自動撮影開始
・珍しい超新星研究材料に



３個目
・初の捜索エリアで過去画像なし
・初めてのバッチ処理（日中処理） ・星雲からの離隔大



４個目
・正月、仕事初めがあった後の最初の休み
・きれいな光度曲線が取れました ・板垣さんと同時発見



発見後の光度変化

等級

明
る
さ

時間 経過日数

SN2011Bam.gif


５個目
・長い梅雨明けで新鮮な感覚
・雲の切れ間からパトロール開始 開始から１３個目で遭遇



６個目
・５個目がＳＮと確認された次の日に、また見つかった。



７個目
・雲も多く期待できない空。しかし夜半過ぎから雲も引き始め
・満月が煌々と夜空を照らす中発見 ２５ｃｍで発見



８個目
・明け方薄明中の発見。
・広島大学の観測で極大から１３０日も経ったⅠb/c型。Spitzerという赤外線天文
衛星が今年の7月9日と14日に撮った画像に写っていた。



９個目
・今回はもうちょっとで見逃しそうになりました。一目見て異常なしで一旦通り過ぎました。
しかしその隣の星雲の形が頭に残りました。再度戻って星雲の形がやはり変だと分かり
ました。パトロールを中止して確認作業に入るか迷いましたが、まだ子午線を越えていな
いことで簡易に確認に入れると判断し、40秒露出で３５枚の画像を撮り確認できました。

NGC3516 NGC3516



１０個目
・ ５月に初めての誤報をしてしまい、功を焦って確認を怠るなど反省しきりでした。
このためか今回ばかりは、非常なプレッシャーの中、報告に慎重を期しました。
・美星天文台、広島大学東広島天文台でスペクトル観測をして頂き４日後にはＳＮと認定を
いただきました。プレッシャーの中地元の強い味方にこころが休まりました。



１１個目
・発見時は１６．１等で写っていたが２日後には１６．９等、５日後には１７．３等まで下
がって再度明るくなりはじめ２３日後には１５等台までになりました。ショッククーリングと
言う現象ではないかとのことでした。
・ついにショックブレークアウトに遭遇したのかと思いました。





１２個目
・大晦日の夜に見つけました。皆さんお休みに入られたのか。
・お正月に入ったのでスペクトル観測されずに終わるのかなあと思っていたら、正月２日に
観測されてＳＮとなりました。



１３個目
・星雲の中に隠れていた。
・2014年にＭ８２に現れたときに見逃してしまった事から、それ以来視直径の大きな星雲
は画像処理をし銀河の中まで見ることにしていました。これが功を奏しました。銀河の中
心から３”の位置にありました。

原画



21.805発見



１４個目
・２０度離れたところに月齢１７の月 ・ASTROMETRICAがサーバーに繋がらない事象でパソ
コン星図と銀河中心からの離隔で報告
・１７等級では観測されずに終わる可能性もあったが運よく遠方銀河にしてはSNが明るいの
で興味があったのではとのこと。



超新星と間違える画像

・ゴースト・ノイズ・変光星・小惑星を除くのは当たり前
・シイーングの影響で星雲周りのガスが星になって写る。

















電波流星のお勧め



2021年ペルセウス座流星群

海外

国内

新たなダスト発見



２０２１年の観測機材


